
昭和音楽大学

認証評価結果に対する改善報告書 

平成 30 年 7 月 23 日 

１．大学名：昭和音楽大学 

２．認証評価実施年度：平成 27 年度

３．「改善を要する点」の内容

基準項目：２－１

○作曲学科及び声楽学科は収容定員充足率が 0.7 倍未満となっており、改善が必要である。 

４．改善状況及び結果

基準項目２－１について 

学科の改編を含めた音楽学部の改革を検討するため、平成 27(2015)年度に「教育課

程委員会（平成 26(2014)年度までは教育課程再編プロジェクト）」を設置した。教育

課程委員会では、中長期的な視野により教育課程の再編成に取り組み、音楽学部にあ

る既存の 4 学科のうち 3 学科（作曲学科、声楽学科、器楽学科）を改編し、教育内容

について発展的に継承した「音楽芸術表現学科（入学定員 175 名）」を平成 29(2017)

年度に新たに設置する案を策定した。この新学科の設置は、平成 28(2016)年 3 月の教

授会で審議し、同月開催の理事会で了承をしたうえで、同年 4 月 26 日付で文部科学

省に届出を行った。

平成 29(2017)年度に計画通り音楽芸術表現学科を開設し、平成 29(2017)年度の入

学者は 173 名（入学定員充足率 0.98）、平成 30(2018)年度の入学者は 185 名（入学定

員充足率 1.05）と順調に推移し、定員未充足は改善している。 

５．エビデンス（根拠資料）一覧

基準項目２－１の資料 

【資料 2-1-1:「教育課程委員会規程」】 

【資料 2-1-2: 平成 27 年度第 5 回理事会議事録（平成 28 年 3 月 16 日開催）】 

【資料 2-1-3: 音楽芸術表現学科 設置に係る設置計画履行状況報告書 

1-(5)-②調査対象学部等の入学者の状況】



昭和音楽大学

認証評価結果に対する改善報告書 

平成 30 年 7 月 23 日 

１．大学名：昭和音楽大学 

２．認証評価実施年度：平成 27 年度

３．「改善を要する点」の内容

基準項目：２－１

○器楽学科については、収容定員充足率が 1.3 倍を超えており、改善が必要である。

４．改善状況及び結果

基準項目２－１について 

学科の改編を含めた音楽学部の改革を検討するため、平成 27(2015)年度に「教育課

程委員会（平成 26(2014)年度までは教育課程再編プロジェクト）」を設置した。教育

課程委員会では、中長期的な視野により教育課程の再編成に取り組み、音楽学部にあ

る既存の 4 学科のうち 3 学科（器楽学科、作曲学科、声楽学科）を改編し、教育目的

について発展的に継承した「音楽芸術表現学科（入学定員 175 名）」を平成 29(2017)

年度に新たに設置する案を策定した。この新学科の設置は、平成 28(2016)年 3 月の教

授会で審議し、同月開催の理事会で了承をしたうえで、同年 4 月 26 日付で文部科学

省に届出を行った。

平成 29(2017)年度に計画通り音楽芸術表現学科を開設し、平成 29(2017)年度の入

学者は 173 名（入学定員充足率 0.98）、平成 30(2018)年度の入学者は 185 名（入学定

員充足率 1.05）と順調に推移し、定員超過は改善している。 

５．エビデンス（根拠資料）一覧

基準項目２－１の資料 

【資料 2-1-1:「教育課程委員会規程」】 

【資料 2-1-2: 平成 27 年度第 5 回理事会議事録（平成 28 年 3 月 16 日開催）】 

【資料 2-1-3: 音楽芸術表現学科 設置に係る設置計画履行状況報告書 

1-(5)-②調査対象学部等の入学者の状況】



昭和音楽大学

認証評価結果に対する改善報告書 

平成 30 年 7 月 23 日 

１．大学名：昭和音楽大学 

２．認証評価実施年度：平成 27 年度

３．「改善を要する点」の内容

基準項目：３－２ 

○一部の理事会が、郵送及び訪問持回りにより審議が行われていることについて、私立

学校法第 36 条第 5 項にのっとり運営するよう改善が必要である。

４．改善状況及び結果

基準項目３－２について 

私立学校法第 36 条第 5 項に関する内容は、学校法人東成学園寄附行為第 16 条第 9

項で規定している。平成 28(2016)年 3 月に開催した平成 27(2015)年度第 5 回理事会

において大学機関別認証評価結果を報告した際に、「改善を要する点」の内容は共有し

ている。

平成 28(2016)年度以降の理事会については、下表のとおり私立学校法および学校法

人東成学園寄附行為に基づき、郵送及び訪問持回りは行わず、適切に開催している。

＜理事会の開催状況（平成 28 年度～平成 30 年度）＞ 
開催日現在

の状況
開催年月日

開催時間

出 席 者 数 等
監事の

出席

状況
定 

員 

現 員
(a) 

出席

理事数

(b) 

実出席率

(b/a) 
意思表示

出席者数

9 人 7 人 第 1 回 平成 28 年 5 月 27 日(金) 10:30～12:10 7 人 100％ 0 人 2/2 

9 人 第 2 回 平成 28 年 7 月 27 日(水) 11:50～12:40 9 人 100％ 0 人 2/2 

9 人 第 3 回 平成 28 年 12 月 16 日(金) 11:40～12:10 7 人 77.8％ 2 人 2/2 

9 人 第 4 回 平成 29 年 3 月 16 日(木) 12:01～13:30 8 人 88.9％ 0 人 2/2 

9 人 9 人 第 1 回 平成 29 年 5 月 26 日(水) 11:00～12:55 9 人 100％ 0 人 2/2 

9 人 第 2 回 平成 29 年 10 月 26 日(木) 12:55～13:40 8 人 88.9％ 0 人 2/2 

9 人 第 3 回 平成 29 年 12 月 20 日(水) 12:00～12:50 9 人 100％ 0 人 2/2 

9 人 第 4 回 平成 30 年 3 月 14 日(水) 11:57～12:45 9 人 100％ 0 人 2/2 

9 人 9 人 第 1 回 平成 30 年 5 月 24 日(木) 11:00～12:30 9 人 100％ 0 人 2/2 

５．エビデンス（根拠資料）一覧

基準項目３－２の資料 

【資料 3-2-1:「学校法人東成学園寄附行為」】 

【資料 3-2-2:「学校法人実態調査（平成 29 年度・平成 30 年度）」該当箇所の回答】 


